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 要 旨   
 内因性のオピオイドペプチドシステムの活性にエタノールが用量そして脳領域依存的に

影響することが実験的に示唆されている。これらの変化はエタノールの報酬と強化の過程

に影響すると考えられる。本研究の目的は、エタノールを含む薬物にとって重要な領域で

ある腹側被蓋領域を含む中脳において、急性エタノール投与に対する 3 つの主要なオピオ

イドペプチドシステム（エンドルフィン、エンケファリン、ダイノルフィン）の応答を調

べることである。特異的固相ラジオイムノアッセイと組み合わせた in vivo マイクロダイア

リシス法を用い、kg 体重当たり 0.8、1.2、2.0、2.4g のエタノールを投与後、腹側被蓋領域

を含む中脳におけるβ-エンドルフィン、メチオニン-エンケファリン、ダイノルフィン A1-8
の細胞外濃度変化を調べた。エタノール投与による二相性の影響がβ-エンドルフィン放出

で見られ、エタノールは高濃度ではなく（2.4g）、軽度から中程度（1.2、1.6、2.0g）にお

いて透析液中のβ-エンドルフィン量の増加を誘導した。また、1.2g のエタノール投与で透

析液中のダイノルフィン A1-8 の遅発性の増加が見られた。しかしながら、試験したエタノ

ール濃度においては透析液中のメチオニン-エンケファリン濃度の有意な変化は見られなか

った。以上より、腹側被蓋領域を含む中脳におけるエタノールによるβ-エンドルフィン放

出の上昇がアルコール強化に影響を与えることが示唆された。 
 
 
 

 




